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ミュンヘン便り
～出会い～

アムステルダムにあるスキポール空港でミ
ュンヘンからの便を乗り換え、大阪へ向かう
次の便を待つ間、私はチューリップ商品の観
察に没頭していました。ご存知の方もいらっ
しゃると思いますが、スキポール空港には、
手荷物検査を受けた後で入るエリアにチュー
リップの店が１つあります（たぶん１つだけ
だと思います）。その店には、生のチューリ
ップの花束やチューリップの球根はもちろん
のこと、チューリップをかたどった木製の花
束（写真）、チューリップろうそく、チュー
リップペンなど、チューリップをテーマとし
た商品がたくさんあり、見ているだけでも楽
しいのです。この時私は、チューリップの球
根を日本に持ち込めるのか、検疫に引っかか
らないのか、それともこれらのチューリップ
の球根はすでに消毒済みなのか、もし消毒済
みであれば果たして芽が出て花が咲くのだろ
うか・・・などなど考えつつ、多種多様な種
類のチューリップの球根の中からいくつかを
選ぶべく、自分の鼻をチューリップの球根の
隙間に埋めんばかりに、完全にチューリップ
の世界に埋没していました。

「稲積さん」。突然後ろから声をかけられ、
反射的に振り返り、驚愕。知り合いのA氏が
そこに立っておられたのです。A氏は、私が
日本にいた時代にある会社の知財部におら
れ、その当時私は仕事で大変お世話になりま
した。その後、別の会社の知財部でご活躍中
であり、チューリップ店でお会いした時は、
A氏は日本から出張に来られてスキポール空
港で乗り換え、最終目的地へ向かわれる途中

でした。スキポール空港は、ヨーロッパのハ
ブ空港の１つ、巨大な空港です。その巨大空
港で、何の待ち合わせ予定もなく、お互いの
予定も全く知らず、たまたま偶然に、同じ日
の同じ時間にチューリップの店にいるなん
て！しかも私はチューリップに没頭し、完全
にチューリップに埋まっていました。さら
に、お互いよく知っているとはいえ、氏にお
会いするのはおそらく前回から少なくとも１
年以上は経っていたと思います。チューリッ
プに埋まっている私を、よくぞ後ろから見つ
けてくださったものです。お互いに全く予期
不能なこの出会いをともに驚き、近くのカフ
ェに腰を落ち着けて近況を交換し、その後そ
れぞれの目的地へと向かいました。目の前の
A氏とその背後のチューリップの鮮やかな映
像の記憶とともに今でも忘れられない、偶然
の出会いです。

別の時には、日本からミュンヘンに戻る飛
行機の中で公開公報を読んでいると、隣の方
に声をかけられました。ちなみに、ミュンヘ
ン―アムステルダム間の飛行機では、ハーグ
にあるEPOとの間を行き来する同業者がい
る確率が非常に高いので、仕事に関する書類
はたとえ公開公報であろうと開かないように
しています。ひょっとしたらこれから異議申
立の口頭審理で相対する相手側の代理人が斜
め後ろにいるかもしれない。。。しかし、日本
―ヨーロッパ間の飛行機では、11時間以上も
あるフライト時間を有効活用すべく、公開済
み書類は読むことが多々あります。飛行機で
公開公報を読んでいたある知り合いのドイツ
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弁理士は、隣に座っていたドイツの某電機メ
ーカー S社の知財部長とそれが縁で知り合い
になり、それがきっかけでS社の仕事が来る
ようになったと言っていました。

さて、私に声をかけてくださった方は、日
本を代表する化学会社D社の１つにお勤めの
研究者のS氏でした。S氏は、これからミュ
ンヘンである口頭審理に出席されるために移
動中とのこと。しかも、今回が初めての口頭
審理ではなく、すでに何回もご経験されてい
るとのことでした。さらにS氏は、D社があ
る特定分野で使われる特殊フィルムの世界シ
ェア一位であること、そのフィルムはどのよ
うなものか、S氏のD社でのお仕事など、化
学音痴の私に大変分かりやすく、D社や氏の
お仕事について教えてくださいました。その
ご様子からは、S氏が生き生きと研究活動を
楽しんでおられることが伝わってきて、聞い
ているほうも楽しくなります。それから数年
後、まったく別のご縁があってそのD社の知

財部に訪問する機会を得たときにS氏のこと
をおたずねしたら、お元気でご活躍と伺い、
とてもうれしくなりました。

2019年が始まったばかり。今年はどんな出
会いがあるでしょうね？
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